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▲学都について考えた
　シンポジウム

▲100例目の肺移植手術の様子＝11月12日

◀ビブリオバトル

トークショーを
行う東川氏▶

▲卒業生の店

▲卒業生による陶芸作品の展示販売

TOP!CS2Okayama University

▲学都を担う学生たちとともに

母校との絆を再確認
ホームカミングデイ 2012 開催

岡
山
大
学
は
10
月
20
日
、
卒
業
生

を
招
い
て
大
学
と
の
絆
を
深
め
て
も

ら
う
イ
ベ
ン
ト
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
イ
２
０
１
２
」
を
開
催
し
た
。
訪

れ
た
卒
業
生
た
ち
は
旧
友
や
恩
師
と

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
現
役
学

生
と
交
流
す
る
な
ど
、
懐
か
し
い
母

校
で
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
。

メ
イ
ン
会
場
の
創
立
五
十
周
年
記

念
館
で
は
、
卒
業
生
ら
約
２
０
０
人

を
迎
え
歓
迎
式
典
と
全
学
同
窓
会
総

会
を
開
催
。
特
別
企
画
と
し
て
、
法

学
部
卒
業
生
で
あ
り
、「
謎
解
き
は

デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で
」
で
第
８
回
本

屋
大
賞
を
受
賞
し
た
作
家
・
東
川
篤

哉
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ

れ
、
大
学
時
代
や
執
筆
中
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。
東
川

氏
や
学
生
、
教
職
員
が
推
薦
本
を
紹

介
し
合
う
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
も

あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。記

念
館
周
辺
で
は
、
飲
食
店
な
ど

を
経
営
す
る
卒
業
生
ら
が
〝
出
張
〟

出
店
。
陶
芸
や
木
工
作
品
な
ど
を
専

門
と
す
る
工
芸
研
究
室
卒
業
生
・
在

学
生
の
作
品
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
行
わ
れ
た
。
施
設
公
開
や
教
員
・

卒
業
生
に
よ
る
講
演
会
、
半
田
山
森

林
散
策
ツ
ア
ー
な
ど
学
部
ご
と
の
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
。
応
援
団
総
部
や「
う

ら
じ
ゃ
」
チ
ー
ム
の
演
舞
、
茶
道
部

に
よ
る
お
茶
席
、
学
生
ガ
イ
ド
に
よ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー
な

ど
も
あ
り
、
多
く
の
現
役
学
生
が
卒

業
生
ら
を
歓
迎
し
た
。

 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
は
来
年
も

開
催
予
定
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
企
画
さ
れ
ま
す
の
で
、
卒
業
生
だ

け
で
な
く
、
現
役
学
生
、
地
域
の
方
、

岡
山
大
学
志
望
の
高
校
生
な
ど
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

岡
山
大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
は
11
月
６
日
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
事
例
を
基
に
大
学

と
地
域
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
学

ぶ
「
第
１
回
国
際
学
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム　

学
都
と
は
何
か
？
︱
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
の
挑
戦
︱
」
を
、
創
立
五
十

周
年
記
念
館
で
開
催
し
た
。

岡
山
大
学
で
は
森
田
潔
学
長
が

「
学
都
岡
山
」
構
想
を
提
唱
し
て
お

り
、
同
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
学

都
モ
デ
ル
と
し
て
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

を
研
究
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
市
の
ロ
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
マ
ン

第
一
助
役
が
基
調
講
演
。
都
市
と
大

学
が
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
い
な
が

ら
経
済
戦
略
に
お
い
て

も
協
働
し
、
都
市
全
体

の
成
長
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
政
治
学

院
の
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
シ
ル
マ
ン
院
長

も
講
演
し
、
欧
州
公
共
行
政
連
合
の

設
立
を
通
じ
て
、
国
・
地
方
公
共
団

体
・
高
等
教
育
機
関
の
連
携
に
よ
る

人
材
養
成
が
実
現
し
て
い
る
と
説
明

し
た
。

講
演
後
は
荒
木
勝
理
事
（
社
会
貢

献
・
国
際
担
当
）
を
進
行
役
に
、「
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

著
者
で
あ
る
ヴ
ァ
ン
ソ
ン
藤
井
由
実

さ
ん
を
交
え
て
、
ヘ
ル
マ
ン
氏
、
シ

ル
マ
ン
氏
が
会
場
の
参
加
者
と
対
話

し
、「
学
都
」
を
実
現
さ
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
方
策
に
つ
い
て
考
え
た
。

岡
山
大
学
病
院
で
11
月
12
日
、
脳

死
移
植
を
含
め
１
０
０
例
目
と
な
る

肺
移
植
手
術
が
行
わ
れ
、
無
事
成
功

し
た
。
１
９
９
８
年
に
同
病
院
が
日

本
初
の
肺
移
植
と
な
る
生
体
部
分
肺

移
植
に
成
功
し
て
以
降
、
１
０
０
例

達
成
は
国
内
の
医
療
機
関
初
、
最
速

と
な
る
。

今
回
の
手
術
は
、
閉
塞
性
細
気
管

支
炎
の
10
歳
代
男
性
に
対
し
、
ド

ナ
ー
（
臓
器
提
供
者
）
で
あ
る
母

親
の
右
片
肺
を
移
植
す
る
生
体
肺
移

植
。
呼
吸
器
外
科
（
三
好
新
一
郎
教

授
）
が
担
当
と
な
り
、
同
科
肺
移
植

チ
ー
フ
の
大
藤
剛
宏
准
教
授
が
執

刀
。
総
勢
約
30
人
の
手
術
チ
ー
ム
で

午
前
10
時
半
に
手
術
を
開
始
し
、
約

６
時
間
後
の
午
後
４
時
38
分
に
終
了

し
た
。

同
病
院
で
は
そ
の
後
も
肺
移
植
が

行
わ
れ
、
12
月
２
日
現
在
で
脳
死
肺

移
植
41
例
、
生
体
肺
移
植
61
例
の

１
０
２
例
を
実
施
。
手
術
後
の
５
年

生
存
率
は
82
％
で
、
世
界
平
均
の

50
％
（
国
際
心
肺
移
植
学
会
デ
ー
タ
）

を
大
き
く
上
回
る
。
１
０
０
例
目
の

手
術
後
に
会
見
し
た
三
好
教
授
と
大

藤
准
教
授
は
「
１
０
０
例
は
通
過
点

の
一
つ
。
今
後
も
移
植
医
療
を
推
進

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

大学と地域の協働とは
「第 1 回国際学都シンポジウム」開催

肺移植１００例を達成
岡山大学病院が国内初


